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◆◆◆◆◆ 受講にあたっての留意事項 ◆◆◆◆◆

１ 研修申込みについて
（１）全ての申込み先は委託先となります。（６月以降より受講申込み開始予定）
※詳細は幼保支援課ホームページに６月以降に掲載されます。
※①乳児保育・②幼児教育を受講予定の方は、事前に実践研修計画書の登録が必要となります。
実践研修の希望日等を4月３０日（木）までに、幼保支援課ホームページより申込んでくださ
い。その後、委託先への申込みを別途してください。
（①乳児保育・②幼児教育の申込みは、委託先と幼保支援課双方に必要ですので、抜かりの
ないようお願いします。）

（２）研修申込み締切り

※ 締切り日については、６月以降 幼保支援課ホームページにてお知らせします。

※ 締切りを過ぎるとその後の受付はできませんので、必ず期日までに申込みをしてください。

２ 研修申込みにあたっての留意点
（１）申込みをした研修は、年度内に修了してください。
①乳児保育・②幼児教育Ⅰの未受講者は実践研修の事前研修としてⅠの研修を実施するため、
Ⅱ以降には進めません。

（2）集合研修（①乳児保育・②幼児教育・⑥保護者支援・子育て支援Ⅱ期・⑦保育実践・Ａ小学校と
の接続）についての留意点は、教育センターのホームページや実施要項等をご確認ください。

全 て の 研 修

申込み先 委託先

申込み締切り 令和８年７月上旬めど 【厳守】

①乳児保育 ②幼児教育 （実践研修）

申込み先 幼保支援課

申込み締切り 令和８年４月３0日（木） 【厳守】

令和８年度からの受講申込み先は委託先となります。

６月以降に幼保支援課のホームページに申込み方法等を掲載しますので、内容を確認

のうえ、期日までに申し込んでください。
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３ 集合研修における受講者の心得
（１）研修時間に遅れないように余裕をもって参加する。
（２）研修中は担当者の指示に従うとともに主体的に受講する。
（３）研修中は自分の受講番号の席に着席する。
（４）提出物の締め切り期限を守る。

４ 集合研修における事務連絡事項
（１）研修には「持参物等」を必ず持参してください。また、前日に教育センターホームページで、追加の
持参物等の確認をしてください。

（２）研修内で使用するために持参する写真や指導計画等は、必ず所属長に持ち出しの承認を得るよう
にしてください。

（３）研修室内外の整理整頓（机・椅子を元の状態に戻す等）をしてください。
（４）研修中の交通安全等には十分留意してください。
（５）研修等の中止について
・研修等会場の所在する地域に、当日午前６時（午後開催の場合は午前９時）の時点で「大雨特別警
報」、「暴風特別警報」、「暴風警報」のいずれかが発令されている場合は、その日の研修を中止し
ます。
・そのほか、台風や悪天候等により中止する場合は、教育センターのホームページにてお知らせしま
す。
・研修中止にならない場合でも、居住地域や通勤地域等の状況に注意し、安全を第一に考えた行動
をとってください。

５ 集合研修における欠席等の場合
病気等やむを得ない理由で欠席する場合や受講当日に急遽出席できなくなった場合は、所属長に
報告し、各研修担当課までご連絡ください。欠席届の提出は必要ありませんが、欠席の場合は、研修
の修了要件を満たさないと判断いたします。

６ 集合研修における合理的配慮の提供について
受講に際して、合理的配慮の提供（情報保障、座席の配慮、移動支援、トイレの配慮等）が必要な場

合は、研修の１か月前までに、高知県教育センター 教職研修部 幼保研修担当まで連絡してください。
※組織改正により令和８年４月１日以降は、基本研修部 幼保研修担当までお問い合わせください。

７ 修了証について
研修修了者には、修了証を発行します。
修了証は、処遇改善等加算区分３に係る研修修了要件の根拠となり、市町村より提出を求められる
ため、紛失しないように、園もしくは個人で必ず管理してください。
Ａ保幼小接続のみ、時間数で修了証を発行いたします。
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８ 研修修了までの流れ

研修受講者決定（各市町村・所属にて）

。

申込方法の情報開示（６月以降・高知県幼保支援課ＨＰ）

受講申込(６月初旬から）

研修受講

研修レポートの提出

（集合研修は会場にてレポート作成及び確認）

修了確認

修了証の発送(委託先より）

所属先への報告

※①乳児保育②幼児教育Ⅱにつ
いて
実践研修終了後は、県幼保支援課へ
「実践研修の記録」及び「日案（乳児保
育は、個別の計画も）」を１部、10日以
内に提出してください。この提出をもって
レポート提出と見なします。

令和８年度からキャリアアップ研修は、

全て委託先への申込みとなります。
６月以降に幼保支援課ホームページにて申

込み方法、手順をお知らせしますので、内容

を確認し、期日内に申込みをしてください。

申込み後、委託先より本人登録のご案内が

あります。本人登録をもって受講受
付が完了となります。

重要 年度途中で氏名の変更がある方
は、必ず保育士証書換えの手続きをお願いし
ます。

①登録事務処理センターで手続きを行ってください。

電話：０３－３２６２－１０８０

ホームページ：

https://www.nippo.or.jp/hoikushi/

②手続きが完了しましたら、幼保支援課までご連絡くだ

さい。（手続きには、概ね2ヶ月ほどかかります。）

「保育士等キャリアアップ研修の実

施について」（こども家庭庁・文部

科学省）は幼保支援課ＨＰにてご確

認ください。

Ｒ８年度は①乳児保育 ②幼児教育

⑥保護者支援・子育て支援Ⅱ期

⑦保育実践 Ａ小学校との接続 の

み集合研修、その他の研修はオンデ

マンド研修となっています。

①乳児保育②幼児教育を受講予定の
方は、委託先への受講申込み前の
４月３０日までに、幼保支援課ホームペ
ージにて『実践研修計画書』を事前に登
録する必要があります。
（①乳児保育P11 ②幼児教育P13参照）

※申込みは、委託先と幼保支援課双方
に必要ですので、抜かりのないようにお
願いします。

①乳児保育 ②幼児教育

事前登録（４月３０日まで）



４

高知県教育委員会事務局幼保支援課のホームページのアクセス手順について

１. 高知県教育委員会事務局幼保支援課ホームページにアクセスする。

２. 幼保支援課メニューの『研修申込』の『キャリアアップ研修』をクリックする。

３. キャリアアップ研修の『キャリアアップ研修（全分野）申込』をクリックし、委託先に申し込む。

４. キャリアアップ研修①乳児保育②幼児教育については、４月３０日（木）までに『実践研修（①乳児保育、②幼児教

育）申込』をクリックし、必要事項を記入のうえ申し込む。その後、委託先の申込みが始まったら、３の作業をする。

アクセス手順

ここをクリック

ここをクリック

ここをクリック



５

高知県教育センター幼保研修のホームページのアクセス手順について

教育センターが担当する研修の情報を掲載します。

日程や会場等の変更、追加の持参物等についても掲載しますので、必ず受講する研修の前日等にご確認く
ださい。

また、この手順については、職員間の情報共有をお願いします。

１．高知県教育センターホームページにアクセスする。

２．「各種トピック」を下にスクロールし、「各研修の概要・
様式」の２項目目の『幼保研修』をクリックする。
※以下、画像については令和７年度を参考にして載せ
ていますので、実際のページ表示とは異なります。

３．『幼保研修について』のページにある
『令和８年度 研修開催一覧』をクリックする。

４．受講する研修の実施月をクリックし、受講する研修に

ついての情報を確認する。

『幼保研修』は、下の方へスクロールしていくとあります。

アクセス手順

ウェブブラウザGoogleChrome（グーグルク
ローム）からアクセスしてください。
※PC等端末にGoogleChromeがダウンロー
ドされていない場合は、ダウンロードをしてくださ
い。

キャリアアップ研修の概要・

提出書類の様式は

こちらをクリック

①乳児保育・②幼児教育・

⑦保育実践・Ａ小学校との

接続に関する研修当日の

情報はこちらをクリック



Ⅰ 高知県キャリアアップ研修について
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1．研修概要

近年、子どもや子育てを取り巻く環境は変化し、保育所・幼稚園等に求められる役割も多

様化・複雑化する中で、保育者にはより高度な専門性が求められるようになっています。

また、保育現場においては、園長、主任保育士等の下で、新採後から中堅までの職員が、

多様な課題への対応や若手の指導等を行うリーダー的な役割を与えられて職務にあたって

おり、こうした職務内容に応じた専門性の向上を図ることが重要になっているとともに、各園

において、職員のキャリアパスを見据えた職位の整備や、現場におけるリーダー的職員の育

成が重要となっています。

高知県では、これらの課題に取り組むため、平成 30年度から「高知県キャリアアップ研修」

を実施しています。

本研修は、「保育士等キャリアアップ研修の実施について」（雇児保発0401第1号平成

29年４月 1日厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課長）及び「施設型給付費等に係る

処遇改善等加算区分３に係る研修修了要件について（令和７年９月 24 日）」に基づき、高

知県が実施するものです。

修了要件については、区分３の人数 Aについて、４月１日時点で４分野又は 60時間以上

の研修を修了している必要があります。（対象となる研修等、詳細は高知県処遇改善等加算

区分３に係る研修修了要件取扱要領をご確認ください。）

◆対象者：高知県内の私立保育所・私立幼稚園・私立認定こども園・地域型保育事業所等

における勤務年数３年以上の保育士等



新規採用保育者 中堅保育者（10年以上） 主任・教頭等 所長・園長

基礎的知識を身に付け
実践と結び付ける

実践を通してモデルとな
るよう、全園的な視野に
立った資質・指導力を身
に付ける

職員の人材育成を行う
とともに、園長を補佐し
て園の教育・保育目標に
向けた取組を推進する

園の経営方針を示して
組織的な運営を行うと
ともに、地域や関係機
関等と連携した取組を
進める

①子どもの主体的な学びを保
障するための環境構成を行う
力
（環境の構成）

ア
保育室を起点に環境を整
え、日々の保育に必要な環
境を整える

イ
子どもの動きや活動の展
開を予測して環境の構成、
再構成をする

ウ
いろいろな環境を生かし
ながら、実践を展開するこ
とを楽しんで行う

エ
他クラスや他学年の教育・
保育の展開を意識して、園
全体の環境を視野に入れて
豊かなモノや人との関わりを
生み出す実践を行う

オ
各職員の意見を反映しつ
つ、協働して乳幼児期の発
達を保障する園環境をつく
る

カ
地域や園の実態を踏まえ、
よりよい教育・保育の実現
に向けて、環境の維持改
善に努める

②一人一人の子どもの特性
や発達、ねらい等に適した援
助を行う力
（援助）

ア
日々の反省・記録や、先輩
の実践に触れることで、一
人一人の特性に応じる指
導の基本的姿勢を身に付
ける

イ
一人一人の特性や発達を
理解し、その援助を工夫す
る

ウ
個と集団の育ちを意識し
て、一人一人の特性や発
達を捉え、必要な援助を
行う

エ
各職員のモデルとなり、子ど
も一人一人に応じた適切な
援助を行う

オ
各職員が一人一人に応じ
た援助を適切に行えるよう
指導する

カ
各職員が一人一人に応じ
た援助を適切に行えるよ
う、資質向上のための学び
合いの場をつくる

③ねらいに沿って指導を適切
に展開し、改善する力
（指導計画の作成と保育展
開・評価）

ア
子どもの実態を踏まえて、
ねらいをもとに指導計画を
作成し、保育を展開する

イ
反省・記録をもとに、指導
計画を構想し、発達の見
通しをもった保育を展開す
る

ウ
日々の実践を通して、年間
指導計画のねらいや内
容、環境の構成、援助を見
直していく

エ
園の行事などで実践の中心
的な役割を果たしながら、年
間指導計画を見直していく

オ
職員との話し合いに積極的
に参加しながら、年間指導
計画の評価・改善に努める

カ
各職員が全体的な計画・
教育課程を踏まえてよりよ
い実践ができる園環境を
つくる

④地域の資源を活用し、指導
の充実を図る力
（地域との連携）

ア
地域の自然などを取り入
れた保育を展開しようとす
る

イ
地域の自然や文化を保育
に生かす

ウ
地域の資源を生かし、自ら
の保育を豊かにしていく

エ
様々な機会を通して子ども
や保護者と地域とのつなが
りを深めていく

オ
園長を補佐しながら、地域
の人的・物的資源を活用し
た園づくりを進める

カ
地域との信頼関係を築き、
地域の資源を活用した園
づくりを進める

⑤保護者や必要な機関と連
携を取りながら一人一人の育
ちを支える力
（関係諸機関との連携）

ア
子どもの変化などを保護
者に伝える

イ
子どもや保護者への対応
について、他の職員と話し
合いながら、園内で情報
を共有する

ウ
記録や評価を的確に行
い、実態に応じた対応・学
級経営・協力体制づくりを
行うため、専門的知識を
もって関係機関と連携する

エ
園内の話し合いの中心的な
役割を果たし、協力体制の
推進役になる

オ
様々な関係機関の特性や
業務内容について情報を
得、職員と専門機関又は他
の専門領域をもつ専門家と
の間に入って連携する

カ
必要に応じて関係機関と
連携できる体制を整え、園
全体の連携する力を高め
る

⑥発達や学びの連続性を見
通し、指導する力
（保幼小の連携・接続）

ア
それぞれの発達にふさわ
しい経験を踏まえた実践
を知る

イ
幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿を意識して
実践する

エ
小学校等との連携について
職員とともに計画し、園長
に提言する

オ
小学校等との連携が円滑
に行えるよう、園内外に積
極的に働きかける

⑦在園児の保護者に対して子
育てを支援する力
（保護者への支援）

ア
保護者にカウンセリングマ
インドをもって接し、話しや
すい雰囲気づくりに努める

イ
保護者との良好な関係を
築き、必要に応じて相談し
やすい雰囲気をつくる

ウ
保護者の相談を受容的に
受け止め、適切な助言を
する

エ
保護者同士の関係をつくり、
保護者が育ち合う場を提供
する

オ
園内で役割分担をしなが
ら、組織として保護者を支
援するための役割を担う

カ
必要に応じて関係機関と
連携しながら、組織として
保護者を支援できる体制
を整える

⑧地域の子育て家庭等を支
援する力
（地域における子育て支援）

ウ
園の子育て支援の計画に
基づいて実践し、園長を補
佐しながら子育て情報を発
信する

エ
地域の実態を把握して園
の子育て支援の充実に努
める

⑨学級経営に関わる事務を
的確に処理する力
（学級経営）

ア
学級事務を通して担任と
しての責任を自覚する

イ
日々の記録を整理したり、
提出書類を的確に処理し
たり、担任としての責任を
果たしていく

エ
園全体を見通して各担任
の事務処理等を確認し、効
率化に向かって指導・助言
する

オ
各担任が自信をもって学
級経営にあたれるよう、体
制を整える

⑩園務分掌とその内容を理解
し、企画・立案する力
（園務分掌）

ア
組織の一員として自覚し
行動する

イ
園務の一部を担い、園の
組織についての理解を深
め、役割にあった行動をと
る

ウ
園務についての理解を深
め、後輩の指導をしながら
組織の一員として園務の
遂行に努める

エ
園務について理解を深め、よ
りよい園運営に向けて遂行
しながら改善を提案する

オ
職員の関心や立場、負担等
を踏まえて、園長を補佐し
ながら、よりよい園務の遂
行に努める

カ
園の課題を踏まえて、園務
分掌の改善を図る

⑪上司や同僚と協働して、円
滑に園務を遂行できる力
（職員間の連携）

ア
自分の考えを伝えるととも
に、先輩からの助言を素
直に受け止める

イ
自分の考えを伝えるととも
に、相手の立場を理解しな
がら仕事を進めていく

ウ
同僚からの相談に応じて、
適切な助言をする

エ
それぞれの立場を理解し、よ
りよい実践になるよう職員間
の連携を図る

オ
園長を補佐するとともに、職
員と信頼関係を築き、職員
に対して必要に応じて支援
する

カ
職員一人一人のよさを生
かし、職員間の連携が深ま
る体制づくりに努める

⑫子どもが安心して過ごすこ
とができる施設や遊具等の安
全な環境を整える力
（安全管理）

ウ
園長を補佐し、危機管理の
ためのマニュアルを整備し、
園内体制を確立する

エ
危険を予測し、危機管理
のためのマニュアルを整
備し、園内体制を確立する

⑬家庭や地域と連携し、子ど
もが危険から身を守り、安全
に行動できるように指導する
力
（安全教育）

ウ
園全体で安全教育が行わ
れるよう、必要に応じて職員
の指導・支援をする

エ
地域の実態に応じて子ど
もの安全教育や防災等に
ついて、職員や保護者と協
働して取組を進める

⑭保育者として自分の課題を
発見し、自己研鑽していく力
（自己研鑽）

イ
自己課題をもって研修に
参加するとともに、園内研
修において後輩と園長等
の考えをつなぐ

ウ
自己課題をもって研修に参
加するとともに、園内研修に
おいて中心的役割を果たし、
質の向上を図る

エ
常に向上心をもって取り組
み、園全体の動きを把握し
ながら職員研修のマネジメ
ントをする

オ
一人一人の職員の自己研
鑽の場を確保し、園全体の
学び合う雰囲気をつくる

⑮乳幼児期の発達や学びを
踏まえた教材の研究をする力
（教材研究）

ア
子どもの育ちを理解し、一
人一人の育ちに沿った遊
具や用具を準備する

イ
子どものモノや人との関わ
りを深めるための遊具や
用具を工夫して活動を豊
かにする

ウ
個々の育ちに応じた保育
が展開されるための教材
の準備をするとともに、後
輩の相談にも応じる

エ
後輩と必要な教材について
具体策を一緒に考え、助言・
指導する

オ
教材研究や、やりたいこと
が実現できる教材の提案を
するなど各職員が教材研
究を楽しむ雰囲気をつくる

カ
園全体の教材に目を配り、
必要に応じて指導・助言
し、豊かな園環境をつくる

2．キャリアステージにおける保育者育成指標
　　　　　　　　　高知県教育委員会

基礎ステージ 中堅ステージ 管理職ステージ

5年未満の保育者 5年～10年未満の保育者

【保育者としての独り立ち】 【保育者としての資質を磨く】 【園全体を視野に入れる】

見通しをもって教育及び保育がで
きるよう、実践の幅を広げる

身に付けた知識や技術を生かし、
実践力を高める工夫をする

資質・指導力 行動目標

保育士の
キャリアパス

乳児保育②
幼児教育②
保育実践①

乳児保育③
幼児教育③
保育実践②

乳児保育⑤
幼児教育④
保育実践③

障害児保育〔特別
支援教育〕①～⑤
保護者支援・子育
て支援④⑤

幼児教育①⑤
ウ
小学校等との円滑な接続の必要性を理解し、学びや発
達を見通した計画及び実践を行う

保護者支援・子育
て支援①②

ア
園を訪れる地域の保護者等に対して、気持ちのよい挨
拶や温かい雰囲気で接する

保護者支援・子育
て支援③

イ
園を訪れる地域の保護者等に対して、親しみをもって応
じ、気持ちよく利用できるような雰囲気づくりをする

ウ
担任としての学級経営に関する責任を果たすとともに、
他の職員の相談にのり、助言をする

マネジメント①③

マネジメント②④⑤

ア
危機管理を理解し、マニュアルに沿った環境を整える

食育・アレルギー
①～⑤

保健衛生・安全
対策①～⑤

イ
園全体の危機管理を理解し、より安心して、より安全に
生活できる環境を工夫し、改善に努める

ア
日頃から遊びや生活の中に安全や命を守るための要
素を意識して取り入れ、指導を行う

保健衛生・安全
対策①～⑤

イ
家庭や地域と連携を図りながら、安全や命を守るために
指導を行う

ア
進んで研修に参加し、自らの課題をもち、研鑽に努め
る

乳児保育①
幼児教育①

保育実践④⑤

※保育士等のキャリアアップ研修対象が、「経験年数３年以上」「経験年数７年以上」の保育士のため、基礎ステージと中堅ステージとにまたがった表記となっている。

キャリアステージ

高知県が各ステージ終了までに
求める姿

指
導
力
向
上
に
向
け
て
の
自
己
診
断

親
育
ち
支
援
力
に
関
す
る

自
己
診
断

園
の
運
営
力
・
組
織
貢
献
力
に
関
す
る

自
己
診
断

危
機
管
理
に
関
す
る

自
己
診
断

保
育
者
と
し
て
の
姿
勢
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月 日 曜 時間 研修内容 会場 研修担当課

Ⅰ 6 30 火
９：30～　　
16：30

保育者基礎研修Ⅲ期と重ねて実施　

　・乳幼児期からの教育・保育
　・子ども理解と指導計画
　・保育に生かす記録の取り方
　・発達障害等の理解と支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新来島高知重工ホール
（県民文化ホール）

（グリーン）
教育センター

Ⅱ
９：00～　　
16：30

　・公開保育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・園内の保育士等による研究協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・幼保支援スーパーバイザー及びアドバイザーによる
　　受講者への個別指導

受講者の
所属保育所等

幼保支援課

Ⅲ 1 25 月
９：30～　　
12：00

保育者基礎研修Ⅲ期と重ねて実施　

　・乳幼児期からの人権教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・保育の計画と保育実践の振り返り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育センター 教育センター

Ⅰ 9 2 水
９：15～　　
1６：３0

保育者基礎研修Ⅲ期と重ねて実施

　・学級経営について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・発達の理解に基づく環境構成(幼児)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・幼児期の教育・保育について

教育センター 教育センター

Ⅱ
９：00～　　　　
16：30

　・公開保育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・園内の保育士等による研究協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・幼保支援スーパーバイザー及びアドバイザーによる
　　受講者への個別指導

受講者の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属保育所等

幼保支援課

Ⅲ 1 25 月
13：00～　　
16：30

保育者基礎研修Ⅲ期と重ねて実施　

　・保育の計画と保育実践の振り返り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・保幼小接続について

教育センター 教育センター

Ⅰ 委託業者

Ⅱ 委託業者

Ⅲ 委託業者

Ⅰ 委託業者

Ⅱ 委託業者

Ⅲ 委託業者

Ⅰ 委託業者

Ⅱ 委託業者

Ⅲ 委託業者

3．令和８年度 高知県キャリアアップ研修予定 一覧

※色掛けの研修は、集合研修

８月～12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※日程は後日調整

９月～12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※日程は後日調整

①乳児保育

②幼児教育

③障害児保育
　〔特別支援教育〕

オンデマンド

・障害の理解
・障害児保育の環境
・障害児の発達と援助
・過程及び関係機関との連携
・障害児保育の指導計画、記録及び評価

④食育・アレルギー
オンデマンド

・栄養に関する基礎知識
・食育計画の作成と活用
・アレルギー疾患の理解
・保育所における食事の提供ガイドライン
・保育所におけるアレルギー対応ガイドライン

 ⑤保健衛生
    ・安全対策

オンデマンド

・保険計画の作成と活用
・事故防止及び健康安全管理
・保育所における感染症対策ガイドライン
・保育の場において血液を介して感染する病気を防止するためのガ
　イドライン
・教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のた
　めのガイドライン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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研修分野 月 日 曜 時間 研修内容 会場 会場

Ⅰ

・保護者支援・子育て支援の意義
・保護者に対する相談援助
・地域における子育て支援
・虐待防止
・関連機関との連携、地域資源の活用　　
　　　　　　　　などの内容をⅠ・Ⅲ期に分けて実施

委託業者

Ⅱ
９：30～　
17:00

親育ち支援講座

　・保育所・幼稚園等における親育ち支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　～支援の基本的な考え方と大切にしたいこと～
　・親育ち支援力を高める
　・親育ち支援の研修計画に基づいた情報交換

高知会館 幼保支援課

Ⅲ

・保護者支援・子育て支援の意義
・保護者に対する相談援助
・地域における子育て支援
・虐待防止
・関連機関との連携、地域資源の活用　　
　　　　　　　　などの内容をⅠ・Ⅲ期に分けて実施

委託業者

Ⅰ 8 20 木
13：00～　
16：30

保育技術専門講座Ⅱと重ねて実施　

　・幼児期の運動指針
　・身体を使った遊び

南国市立
スポーツセンター
（メインアリーナ）

教育センター

Ⅱ 9 3 木
13：３０～　
16：30

保育技術専門講座Ⅲと重ねて実施　　

　・高知県の読書活動の現状等
　・絵本の果たす役割

教育センター

Ⅲ 10 28 水
13：３０～　
16：30

保育技術専門講座Ⅳと重ねて実施　

　・こころを育む保育環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育センター

Ⅳ 1 30 土
９：３０～　　
16：30

保育技術専門講座Ⅴ及び認可外保育施設職員研修と
重ねて実施　　

　・保育者のまなざし
　・乳幼児期の発達と遊び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育センター 教育センター

Ⅰ 委託業者

Ⅱ 委託業者

Ⅲ 委託業者

Ⅰ 7 21 火
13：00～
16：30

保幼小接続に関する研修Ⅱ期と重ねて実施   

　・子どもの学びをつなぐ連携・接続の在り方

新来島高知重工ホール
（県民文化ホール）

（グリーン）
教育センター

Ⅱ 8 25 火
９：00～
16：45

幼児教育研究協議会Ⅱ期と重ねて実施   

　・実践発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・幼児期と小学校教育の円滑な接続の推進について（仮）
　・グループ協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高知会館 幼保支援課

Ⅲ 1 29 金
13：10～
16：30

 保幼小接続に関する研修Ⅲ期と重ねて実施

　・架け橋プログラムの取組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・保幼小連携・接続の取組について                                 

教育センター 教育センター

オンデマンド

オンデマンド

⑥保護者支援
   ・子育て支援

⑦保育実践
新来島高知重工ホール

（県民文化ホール）
（グリーン）

⑧マネジメント オンデマンド

・マネジメントの理解
・リーダーシップ
・組織目標の設定
・人材育成
・働きやすい環境作り

　A小学校との接続　
  （申込様式では
　　分野番号Ａ）
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Ⅱ 集合研修分野別実施要項等



10

研修分野 ①乳児保育 実施要項

◆研修Ⅰ

◆研修Ⅱ【実践研修】
9:00 12:00 13:00 15:00 16:３0

◆研修Ⅲ

９：１０
9:３０ 9:45 １０：４５ １１：４０ 12:２０13:３０ 16:３０

受

付

開

会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

《講義・演習》

子ども理解と

指導計画

【乳児保育②③④⑤ １ｈ】

《講義・演習》

乳幼児期の発達の

理解に基づく環境構

成と援助（乳児）
【乳児保育①②③④ １ｈ】

《講義・演習》

保育に生かす

記録の取り方

【乳児保育⑤ １ｈ】

昼

食

《講義・演習》

発達障害等の理解と支援

高知大学教職大学院 教授 松本 秀彦
【乳児保育②③④⑤ ２．5ｈ】

レ
ポ
ー
ト

９：２５
９：１０ ９：３０ １０：３０ １２：００

受

付

開

会

《講義・演習》
乳幼児期からの
人権教育

【乳児保育①②③ １ｈ】

《グループ協議》
保育の計画と保育実践の
振り返り

【乳児保育④⑤ １．５ｈ】

閉
会

レ
ポ
ー
ト
・修
了

研 修 内 容
①乳児保育の意義
②乳児保育の環境
③乳児への適切な関わり
④乳児の発達に応じた保育内容
⑤乳児保育の指導計画、記録及び評価

期 日 場 所
研修

時間
持 参 物

Ⅰ ６月30日（火）

新来島高知重工

ホール
（高知県立県民文化ホール）

（グリーン）

６ｈ

※写真入りの身分証明書
・ 高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】 高知県教育委員会

・ 指導計画・園内研修の手引き 高知県教育委員会

・ 特別支援教育・障害児保育ガイドブック【保育所・幼稚園等用】
高知県教育委員会

・ バインダー

Ⅱ

8月18日～

12月１８日
※日程については
後日調整

受講者の在籍園
6.5
ｈ

・ 高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】 高知県教育委員会

・ 指導計画・園内研修の手引き 高知県教育委員会

・ 在籍園にて作成した保育の指導計画（日案）

Ⅲ １月2５日（月） 教育センター
２．５
ｈ

・ 高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】 高知県教育委員会

・ 指導計画・園内研修の手引き 高知県教育委員会

・ スマイル ～輝くえがおと 高知県人権教育調査研究協議会
・ 研修Ⅱ（実践研修）で提出した指導計画（日案） ５部

公開保育

（複数の職員参加の体制をとること）

【乳児保育②③ ３ｈ】

昼

食

研究協議

（複数の職員参加の体制をとること）

【乳児保育②③④ ２ｈ】

個別指導

（管理職１名の同席を含む）

【乳児保育②③④⑤ １．５ｈ】

【提出物】
（研修前）実践研修計画書（P１１）： ４月３０日（木）までに提出
（研修日当日朝）①指導計画（日案）、②個別の計画（月案コピー可）、③高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】

（令和４年）シート２（記載済のコピー）、④実践研修の記録（Ｐ１７）
★②は、実施月の「月間指導計画（個別）」に具体的な子どもの姿等を加筆したものでよい。
★①②については、新様式（R7.3配付）を使用してもよい（負担軽減により見直したもの）

（研修後）指導計画（日案）、個別の計画、実践研修の記録（P１７）：実施後１０日以内に県幼保支援課へ提出
★個人情報保護のため、子どもの氏名等が見えないように工夫して提出すること。

※毎回の持参物：幼稚園教育要領解説、保育所保育
指針解説、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説(所属に応じたもの)

※問い合わせ 研修Ⅰ・Ⅲは教育センター、
研修Ⅱは県幼保支援課へ
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令和８年度「① 乳児保育」実践研修 計画書

市町村名 園 名

（TEL ・FAX ）

所属長名
「① 乳児保育」に係る園内研修等を、下記のとおり希望します。
１ 受講者名

＊担当は該当するものに○をつけ、その下に保育実践・担当クラスの年齢を記入する。

２ 実践研修の日程

【提出等についての注意事項】

★ 実践研修日の決定は、申込み後、県幼保支援課が調整し、電話連絡の上、市町村を通じて文書に

て通知する。

★ 「実践研修の記録」（Ｐ17）は、実践研修終了後に所属長が確認し、下部へ記名をする。

★ 実践研修終了後は、県幼保支援課へ「指導計画（日案）、個別の計画（月案）」及び「実践研修の

記録」の原本を１部、10日以内に提出（郵送)する。

郵送先：〒780－0850 高知市丸ノ内１－７－52 高知県教育委員会事務局幼保支援実践研修担当

※ 実践研修日の決定通知後、日程等に変更が生じた場合、事前に必ず県幼保支援課に電話連絡を行い、

相談の上で変更日等を決定する。（後日Ｐ21「実践研修変更報告書」を提出する。）

ふりがな

氏 名
年齢

保育者
経験年数

保育実践
クラス

担当

歳 年

担任・担任以外 担任 加配 フリー その他

歳児 歳児 歳児

希望順 実践研修 希望日 ＊園内研修との重なり（ブロック別研修等）

記入例 ８ 月 19日 （ 水 ） ブロック別研修

第１希望 月 日 （ ）

第２希望 月 日 （ ）

第３希望 月 日 （ ）

【希望日についての注意事項】
・幼保支援アドバイザー等の指導による研修の日程(８/18～12/18までの１日間)を希望順に記入する。
・希望日は、異なる週を含めて第３希望まで記入する。
・ブロック別研修会等の園内研修と兼ねる際は「＊園内研修との重なり」欄に記入する。

電子申込【締め切り４月30日(木) 厳守】

令和８年度の①乳児保育実践研修申込は、高知県電子申請サービスにて行います

◆申込は幼保支援課と委託先の双方に必要ですので、抜かりのないようお願いします。

❶実践研修の申込（幼保支援課）は、幼保支援課ホームページ内、「キャリアアップ研修 ⇒ 実践研修

申込」より高知県電子申請サービスにアクセスし、日程等の希望をお申込みください。※４月に開始

します。

❷キャリアアップ研修全分野の申込（委託先）については、６月以降に幼保支援課ホームページに掲載

されます。

◆申込方法は、P１、P3、P5に記載してありますので、参考にしてください。

◆実践研修の申込における入力項目は、下記の内容を参考にお願いします。
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研修分野 ②幼児教育 実施要項

◆研修Ⅰ

◆研修Ⅱ【実践研修】
9:00 1１:３0 13:00 15:00 16:３0

◆研修Ⅲ

９：００
9:１５ 9:３０ 12:００ 13:００ 1５:00 16:３０

受

付

開

会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

《講義・演習》
学級経営（クラス運営）について

神戸大学附属幼稚園 園長・副園長
神戸大学附属小学校 校長 田中 孝尚

【幼児教育①③④ 2.5ｈ】

昼

食

《講義・演習》
発達の理解に基づく環境構成

（幼児）

【幼児教育②③④ ２ｈ】

《講義・演習》
幼児期の教育・保育
について

【幼児教育①④ １ｈ】

レ
ポ
ー
ト

期 日 場 所
研修
時間 持 参 物

Ⅰ ９月 ２日（水） 教育センター
５．５
ｈ

※写真入りの身分証明書
・ 指導計画・園内研修の手引き 高知県教育委員会

・ 保育の環境を撮った写真（L版１枚）程度
※写真は子どもが遊んでいる場面を撮影したもの
・ 自園で作成している週日案１部と、全体的な計画または教育課
程を１部

Ⅱ

９月 ７日～

１２月１８日

※日程については

後日調整・連絡

受講者の在籍園 ６ｈ
・ 高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】 高知県教育委員会

・ 指導計画・園内研修の手引き 高知県教育委員会

・ 在籍園にて作成した保育の指導計画（日案）

Ⅲ １月２５日（月） 教育センター
３．５
ｈ

・ 研修Ⅱ【実践研修】で作成した指導計画（日案）をコピーしたも
のを５部
→研修後提出したものと同じもの
・ 高知県保幼小接続期実践プラン 高知県教育委員会

・ 指導計画・園内研修の手引き 高知県教育委員会

公開保育

（複数の職員参加の態勢をとること）

【幼児教育②③ ２．５ｈ】

昼

食

研究協議

（複数の職員参加の態勢をとること）

【幼児教育②③④ ２ｈ】

個別指導

（管理職１名の同席を含む）

【幼児教育②③④⑤ １．５ｈ】

１２:４５
１３：００ １５:０0 １６：３０

受

付

《グループ協議》

保育の計画と保育実践の
振り返り

【幼児教育③④ ２ｈ】

《講義・演習》

保幼小接続について

【幼児教育①②③⑤１．５ｈ】

閉
会
レ
ポ
ー
ト

修
了

【提出物】
（研修前）実践研修計画（P１３）： ４月30日（木）までに提出
（研修日当日朝）①指導計画（日案）、②高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】（令和４年）シート２（記載済の

コピー）、実践研修の記録（Ｐ１７）
★①②については、新様式（R7.3配付）を使用してもよい（負担軽減により見直したもの）

（研修後）指導計画（日案）、実践研修の記録（P１７）: 実施後１０日以内に県幼保支援課へ提出

研 修 内 容
①幼児教育の意義
②幼児教育の環境
③幼児の発達に応じた保育内容
④幼児教育の指導計画、記録及び評価
⑤小学校との接続

※毎回の持参物：幼稚園教育要領解説、保育所保育
指針解説、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説(所属に応じたもの)

※問い合わせ 研修Ⅰ・Ⅲは教育センター、
研修Ⅱは県幼保支援課へ
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令和８年度「② 幼児教育」実践研修 計画書

市町村名 園 名

（TEL ・FAX ）

所属長名
「② 幼児教育」に係る園内研修等を、下記のとおり希望します。
１ 受講者名

＊担当は該当するものに○をつけ、その下に保育実践・担当クラスの年齢を記入する。

２ 実践研修の日程

【提出等についての注意事項】

★ 実践研修日の決定は、申込み後、県幼保支援課が調整し、電話連絡の上、市町村を通じて文書に

て通知する。

★ 「実践研修の記録」（Ｐ17）は、実践研修終了後に所属長が確認し、下部へ記名をする。

★ 実践研修終了後は、県幼保支援課へ「指導計画（日案）」及び「実践研修の記録」の原本を１部、

10日以内に提出（郵送)する。

郵送先：〒780－0850 高知市丸ノ内１－７－52 高知県教育委員会事務局幼保支援実践研修担当

※ 実践研修日の決定通知後、日程等に変更が生じた場合、事前に必ず県幼保支援課に電話連絡を行い、

相談の上で変更日等を決定する。（後日Ｐ21「実践研修変更報告書」を提出する。）

ふりがな

氏 名
年齢

保育者
経験年数

保育実践
クラス

担当

歳 年

担任・担任以外 担任 加配 フリー その他

歳児 歳児 歳児

希望順 実践研修 希望日 ＊園内研修との重なり（ブロック別研修等）

記入例 ９月 18日 （ 金 ） ブロック別研修

第１希望 月 日 （ ）

第２希望 月 日 （ ）

第３希望 月 日 （ ）

【希望日についての注意事項】
・幼保支援アドバイザー等の指導による研修の日程(９/7～12/18までの１日間)を希望順に記入する。
・希望日は、異なる週を含めて第３希望まで記入する。
・ブロック別研修会等の園内研修と兼ねる際は「＊園内研修との重なり」欄に記入する。

電子申込【締め切り４月30日(木) 厳守】

令和８年度の②幼児教育実践研修申込は、高知県電子申請サービスにて行います

◆申込は幼保支援課と委託先の双方に必要ですので、抜かりのないようお願いします。

❶実践研修の申込（幼保支援課）は、幼保支援課ホームページ内、「キャリアアップ研修 ⇒ 実践研修

申込」より高知県電子申請サービスにアクセスし、日程等の希望をお申込みください。※４月に開始

します。

❷キャリアアップ研修全分野の申込（委託先）については、６月以降に幼保支援課ホームページに掲載

されます。

◆申込方法は、P１、P3、P5に記載してありますので、参考にしてください。

◆実践研修の申込における入力項目は、下記の内容を参考にお願いします。
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研修分野 ⑥保護者支援・子育て支援 実施要項

◆研修Ⅱ
9:00 ９：３０ １２:０0 13:00 １６：３０ 17:00

◇持参物について

期 日 場 所
研修
時間 持 参 物

Ⅰ オンデマンド ※詳細については委託業者より案内があります。

Ⅱ ９月１１日（金） 高知会館 ６ｈ
・ 高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】高知県教育委員会
・ 各園の親育ち支援年間計画 １部
（自園で行う親育ち支援の取組の計画が書かれているもの）

Ⅲ オンデマンド ※詳細については委託業者より案内があります。

受

付

《講義･演習》
保育所・幼稚園等における親育ち支援

～支援の基本的な考え方と大切にしたいこと～

長野県立大学

教授 太田 光洋

【保護者支援・子育て支援①②③⑤ 2.5h】

昼

食

《講義･演習》
親育ち支援力を高める

長野県立大学

教授 太田 光洋

【保護者支援・子育て支援 ①②③⑤ 2h】

《講義･演習》
親育ち支援の研修に

基づいた情報交換

【保護者支援・子育て支援 ②⑤

1.5h】

レ
ポ
ー
ト

研 修 内 容
①保護者支援・子育て支援の意義
②保護者に対する相談・援助
③地域における子育て支援
④虐待予防
⑤関係機関との連携、地域、資源の活用

・「親育ち支援年間計画」様式は県幼保支援課のホームページからダウンロード可能。様式が園や市町村にある場合は、
そちらで構わない。

※毎回の持参物：幼稚園教育要領解説、保育所保育
指針解説、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説(所属に応じたもの)

※問い合わせ 研修Ⅰ・Ⅲは委託業者、
研修Ⅱは県幼保支援課へ
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研修分野 ⑦保育実践 実施要項

※対象者：保育所等の保育現場における実践経験の少ない者（保育士試験合格者等）

または、長期間、保育所等で保育を行っていない者（潜在保育士等）

◆研修Ⅰ

１２：５０ 13:00 １３：３０ １６：３０

◆研修Ⅱ
１２:５0 １３：２５ １３：３０ １４：１０ 16:３0

◆研修Ⅲ

１２：５０ 13:25 １３：３０ １６：３０

◆研修Ⅳ

期 日 場 所
研修
時間

持 参 物

Ⅰ ８月２０日（木）
南国市立

スポーツセンター
（メインアリーナ）

３．５
ｈ

・ 室内で動きやすい服装 ・上履き
・ 靴を入れる袋 ・タオルや水分 等
・ バインダー（研修会場に机はありません）
・ 実技・演習の持参物についてHPを確認してください

Ⅱ ９月３日（木）
新来島高知重工ホール
（高知県民文化ホール）
（グリーン）

３ｈ

・ バインダー
（研修会場に机がない場合があります）Ⅲ １0月２８日（水）

新来島高知重工ホール
（高知県民文化ホール）
（グリーン）

３ｈ

Ⅳ １月 ３０日（土） 教育センター ５．５
ｈ

受

付

開
会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

《講義》
幼児期の運動指針

《実技・演習》
身体を使った遊び

【保育実践③⑤ ３.5ｈ】

レ
ポ
ー
ト

受

付
開
会

《講義》
高知県の読書活動の現状等

高知県教育委員会事務局生涯学習課
【保育実践①④ ０．５ｈ】

《講義・演習》

絵本の果たす役割

高知大学教職大学院

教授 玉瀬 友美

【保育実践①④ ２.５ｈ】

レ
ポ
ー
ト

受

付

開
会

《講義・演習》
こころを育む保育環境

東京家政学院大学 教授 和田 美香
【保育実践①② ３ｈ】

レ
ポ
ー
ト

９:００
９：２５ ９：３０ １２:０0 1３:１0 16:30

受

付
開
会

《講義・演習》
保育者のまなざし

びわこ学院大学

教授 中井 清津子
【保育実践①② ２.５ｈ】

昼

食

《講義・演習》
乳幼児期の発達と遊び

京都教育大学
教授 古賀 松香
【保育実践①④ ３ｈ】

閉
会

レ
ポ
ー
ト

修
了

加算対象外

研 修 内 容
①保育における環境構成
②子どもとの関わり方
③身体を使った遊び
④言葉・音楽を使った遊び
⑤物を使った遊び

※毎回の持参物：幼稚園教育要領解説、保育所保育
指針解説、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説(所属に応じたもの)※問合せは、教育センター
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研修分野〔幼・認〕 A小学校との接続 実施要項

（申込様式では分野番号Aとなります）

◆研修Ⅰ

１２：３０ １３：００ 16:３0

◆研修Ⅱ
９：００

８：３０ ９：１５ １０：００ １２：００ １３：００ １６：４５ １７：００

◆研修Ⅲ

１2:30 13:10 １４：２０ 16:30

期 日 場 所
研修
時間 持 参 物

Ⅰ ７月２１日（火）

新来島高知重工
ホール

（高知県立県民文化ホール）

（グリーン）

３．５
ｈ

・高知県保幼小の架け橋プログラム実践ガイドブック
高知県教育委員会

・バインダー

Ⅱ ８月２５日（火） 高知会館 ７ｈ

・高知県保幼小の架け橋プログラム実践ガイドブック
高知県教育委員会

・高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】
高知県教育委員会

Ⅲ １月29 日（金） 教育センター ３．５
ｈ

・高知県保幼小の架け橋プログラム実践ガイドブック
高知県教育委員会

・高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】 高知県教育委員会
・各園、学校等の接続期カリキュラムや5歳児長期の指導計画
・保幼小連携教育等の取組が分かるもの（年間計画やお便り等）

受

付

《講義・演習》
子どもの学びをつなぐ連携・接続の在り方

鳴門教育大学大学院
特命教授 木下 光二

【E２：３ｈ】

レ
ポ
ー
ト

受

付

開

会

《実践発表》

協議主題

協議の視点①

協議の視点②

【F１：１ｈ】

《講義・演習》（予定）

幼児教育と小学校教育の

円滑な接続の推進につい

て（仮）

【F１：２ｈ】

昼

食

《分科会》

協議主題
協議の視点①
協議の視点②

【F１：４ｈ】

レ
ポ
ー
ト

閉
会
行
事

受

付

《講義・演習》
架け橋プログラムの取組
について

高知県教育委員会事務局幼保支援課

【F１：１ｈ】

《講義・演習》

保幼小連携・接続の取組について

【F１：2．５ｈ】

閉
会

レ
ポ
ー
ト

修
了

◎E２、F１は、公益財団法人 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構監修の「保育者としての資質向上研修俯瞰図」から引用して
います。

※毎回の持参物：幼稚園教育要領解説、保育所保育
指針解説、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説(所属に応じたもの)

※問い合わせ 研修Ⅰ・Ⅲは教育センターへ
研修Ⅱは県幼保支援課へ

注意 ： 本分野では、毎回の時間数で修了証を発行します。



Ⅲ 様式
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受講者【実践研修の記録】
①個別指導の前(個別指導の始め)に達成度について振り返り、記載する。

②所属長、アドバイザーと共に本シートを使って振り返りを行う。

令和８年度 キャリアアップ研修（①乳児保育、②幼児教育 ）

※達成度：４→大変よくできています、 ３→できています、 ２→改善するとよい点が少し見られます、 １→改善するとよい点が見られます

※所属長は本シートを確認し、氏名の記載をお願いします。 所属長氏名（ ）

市町村名 園 名

受講者名 （ふりがな）
キャリア
ステージ 担当クラス

基礎 （ ）歳児 （  ） 名

中堅 その他 （ ）

園内研修実施日 月 日 （ ） 天候（ ）

公開保育・研究協議参加者 所属長 ／ 副所長・主任 ／ 保育士等（ ）名 計（ ）名

◆キャリアステージにおけ
る資質・指導力チェック
シートから見えてきた課題

【保育者育成指標の資質・指導力の項目】

◆◆自己の振り返りの視点◆◆ 達成度

信
頼関

係

① 子どもは、安心して生き生きと活動している

② 子どもの表情や言動などから、保育者は安心できる拠り所となっている

乳
幼
児

理
解 ③ 子ども一人一人の特性を捉え、寄り添うことができている

計
画

④ この頃の子どもの姿を捉えた指導計画（日案）が作成されている

⑤ 要領・指針を踏まえ、ねらいや内容は適切である（養護と教育、発達にあったもの）

環
境
構
成

⑥ 子ども自ら関わりたくなるような環境構成である（遊具、用具、素材、場、時間等）

⑦
子どもの興味・関心や育ちに応じて、遊具・用具・材料、場、数等が自由に選べる環

境構成である

⑧
遊びや生活の充実を図るために、必要に応じて環境を作りかえる場面がある

（環境の再構成）

援
助

⑨
遊びの場面に応じて、一緒に遊び、モデルになったり遊びを提案したりするような援
助が行われている

⑩
遊びや生活の場面に応じて、子どもの気付きや考えを（言葉にして意味付けるな
ど）、大事にした援助が行われている

⑪ 安全で健康な生活をするための生活習慣を身に付けさせるような援助が行われている

組
織

⑫ 研修の参加体制や役割分担等に配慮し、組織として園内研修を行うことができている

⑬ 記録や指導計画の作成、協議の場で、要領・指針の活用がされている

〈課題〉〈成果〉

〈課題解決に向かう具体の方法〉

提出先：県幼保支援課へ郵送 研修終了後、10日以内に本シ
ートに「指導計画（日案）：乳児
保育は個別の記録を含む」を添
付し、県幼保支援課へ郵送する
こと。

選択分野を◯で囲む
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受講者【実践研修の記録】
①個別指導の前(個別指導の始め)に達成度について振り返り、記載する。

②所属長、アドバイザーと共に本シートを使って振り返りを行う。

令和８年度 キャリアアップ研修（①乳児保育、②幼児教育 ）

※達成度：４→大変よくできています、 ３→できています、 ２→改善すると良い点が少し見られます、 １→改善すると良い点が見られます

※所属長は本シートを確認し、氏名の記載をお願いします。 所属長氏名（ ○○ ○○ ）

市町村名 園 名

受講者名 （ふりがな）
キャリア
ステージ 担当クラス

基礎 （ ）歳児 （  ） 名

中堅 その他 （ ）

園内研修実施日 月 日 （ ） 天候（ ）

公開保育・研究協議参加者 所属長 ／ 副所長・主任 ／ 保育士等（ ）名 計（ ）名

◆キャリアステージにおけ
る資質・指導力チェック
シートから見えてきた課題

【保育者育成指標の資質・指導力の項目】

◆◆自己の振り返りの視点◆◆ 達成度

信
頼関

係

① 子どもは、安心して生き生きと活動している ４

② 子どもの表情や言動などから、保育者は安心できる拠り所となっている ４

乳
幼
児

理
解

③
子ども一人一人の特性を捉え、寄り添うことができている

３

計
画

④ この頃の子どもの姿を捉えた指導計画（日案）が作成されている ２

⑤ 要領・指針を踏まえ、ねらいや内容は適切である（養護と教育、発達にあったもの） ２

環
境
構
成

⑥ 子ども自ら関わりたくなるような環境構成である（遊具、用具、素材、場、時間等） ３

⑦ 子どもの興味・関心や育ちに応じて、遊具・用具・材料、場、数等が自由に選べる環
境構成である

３

⑧ 遊びや生活の充実を図るために、必要に応じて環境を作りかえる場面がある
（環境の再構成）

２

援
助

⑨ 遊びの場面に応じて、一緒に遊び、モデルになったり遊びを提案したりするような援
助が行われている

３

⑩ 遊びや生活の場面に応じて、子どもの気付きや考えを（言葉にして意味付けるな
ど）、大事にした援助が行われている

３

⑪ 安全で健康な生活をするための生活習慣を身に付けさせるような援助が行われている ４

組
織

⑫ 研修の参加体制や役割分担等に配慮し、組織として園内研修を行うことができている ３

⑬ 記録や指導計画の作成、協議の場で、要領・指針の活用がされている ４

〈課題〉
食事や排泄など活動の移行では、子どもの行

動を待てず、先に声を掛け過ぎるなど、「自分
で」の思いに寄り添うことができなかった。

〈成果〉
昨日の子どもの興味・関心から、自然物に親し

める環境を作ったことで、自分から選び取り、製
作物に取り入れて遊ぶ姿が多く見られた。

〈課題解決に向かう具体の方法〉
・一人で安心して遊んでいる時にはあえて見守るなど、子どもがじっくりと遊ぶことで満足感が得られ

るように、手を出し過ぎない援助や、ゆとりのある生活を心掛け、子どもの主体性を大切にする。

提出先：県幼保支援課へ郵送 研修終了後、10日以内に本シ
ートに「指導計画（日案）：乳児
保育は個別の記録を含む」を添
付し、県幼保支援課へ郵送する
こと。選択分野を◯で囲む

太枠内は、実践研修日までに
記入し、実施日にコピーを提
出してください。



19

※本資料を用いて、個別指導の際に受講者とアドバイザーと共に振り返りを実施しますので、その際の

メモ用紙としてご活用ください。本シートは提出の必要はありません。

◆ 下記の観点から振り返り、今後に向けて、成果と課題（改善点）を可視化してみましょう。

※達成度：４→大変よくできています、 ３→できています、 ２→改善するとよい点が少し見られます、 １→改善するとよい点が見られます

視 点 達成度 達成度の理由（成果・改善点等）

信
頼
関
係

①
子どもは、安心して生き生きと活動している

②
子どもの表情や言動などから、保育者は安心

できる拠り所となっている

乳
幼
児

理
解 ③

子ども一人一人の特性を捉え、寄り添うこと

ができている

計
画

④
この頃の子どもの姿を捉えた指導計画（日

案）が作成されている

⑤
要領・指針を踏まえ、ねらいや内容は適切で

ある（養護と教育、発達にあったもの）

環
境
構
成

⑥
子ども自ら関わりたくなるような環境構成で

ある（遊具、用具、素材、場、時間等）

⑦
子どもの興味・関心や育ちに応じて、遊具・

用具・材料、場、数等が自由に選べる環境構

成である

⑧
遊びや生活の充実を図るために、必要に応じ
て環境を作りかえる場面がある

（環境の再構成）

援
助

⑨
遊びの場面に応じて、一緒に遊び、モデルに
なったり遊びを提案したりするような援助が
行われている

⑩
遊びや生活の場面に応じて、子どもの気付き
や考えを（言葉にして意味付けるなど）、大
事にした援助が行われている

⑪
安全で健康な生活をするための生活習慣を身
に付けさせるような援助が行われている

組
織

⑫
研修の参加体制や役割分担等に配慮し、組織
として園内研修を行うことができている

⑬
記録や指導計画の作成、協議の場で、要領・
指針の活用がされている

★実践研修を意義あるものにしていくために

【1】公開保育に「視点」をもって参観をしてください。（下記１①～⑪を参照）

【2】研修テーマ等に沿って、協議で具体的な話し合いを展開しましょう。

【3】振り返りを可視化し、成果・課題（改善策）を明確にしていきましょう。

【4】今後、保育実践に生かそうとする保育者の姿を支えていきましょう。

◆所属長による振り返りシート （提出不要）
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※本資料を用いて、個別指導の際に受講者とアドバイザーと共に振り返りを実施しますので、その際の

メモ用紙としてご活用ください。本シートは提出の必要はありません。

◆ 下記の観点から振り返り、今後に向けて、成果と課題（改善点）を可視化してみましょう。

※達成度：４→大変よくできています、 ３→できています、 ２→改善すると良い点が少し見られます、 １→改善すると良い点が見られます

視 点 達成度 達成度の理由（成果・改善点等）

信
頼
関
係

① 子どもは、安心して生き生きと活動している （例）

４

※個別指導の際に活用する

メモ用紙です。

※全ての観点について記載する

必要はありません。

※保育者の良かった点や、今後、

期待すること（改善点）を中心

に記載をお願いします。

（例）

①について、保育者の温かいほほ

えみや声掛けで、子どもたちは

のびのびと自己発揮し、遊びを

楽しむことができていた。

⑤について、養護のねらいを設定

する必要がある。

⑧について、製作の場面で子ども

たちは自分が作りたいものをイ

メージして作っていたが、途中

から机の上がいっぱいになって

いた。子どもに聞きながら、机

をもう一台準備すれば、落ち着

いて製作にも取り組むことがで

きたのではないか。今後、場面

に応じて柔軟な対応が必要と思

われる。

② 子どもの表情や言動などから、保育者は安心

できる拠り所となっている

３

乳
幼
児

理
解

③ 子ども一人一人の特性を捉え、寄り添うこと

ができている

３

計
画

④ この頃の子どもの姿を捉えた指導計画（日

案）が作成されている

２

⑤ 要領・指針を踏まえ、ねらいや内容は適切で

ある（養護と教育、発達にあったもの）

２

環
境
構
成

⑥ 子ども自ら関わりたくなるような環境構成で

ある（遊具、用具、素材、場、時間等）

３

⑦ 子どもの興味・関心や育ちに応じて、遊具・

用具・材料、場、数等が自由に選べる環境構

成である

３

⑧ 遊びや生活の充実を図るために、必要に応じ
て環境を作りかえる場面がある

（環境の再構成）

２

援
助

⑨ 遊びの場面に応じて、一緒に遊び、モデルに
なったり遊びを提案したりするような援助が
行われている

３

⑩ 遊びや生活の場面に応じて、子どもの気付き
や考えを（言葉にして意味付けるなど）、大
事にした援助が行われている

３

⑪ 安全で健康な生活をするための生活習慣を身
に付けさせるような援助が行われている

４

組
織

⑫ 研修の参加体制や役割分担等に配慮し、組織
として園内研修を行うことができている

３

⑬ 記録や指導計画の作成、協議の場で、要領・
指針の活用がされている

４

★実践研修を意義あるものにしていくために

【1】公開保育に「視点」をもって参観をしてください。（下記１①～⑪を参照）

【2】研修テーマ等に沿って、協議で具体的な話し合いを展開しましょう。

【3】振り返りを可視化し、成果・課題（改善策）を明確にしていきましょう。

【4】今後、保育実践に生かそうとする保育者の姿を支えていきましょう。

◆所属長による振り返りシート （提出不要）
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実践研修変更報告書

高知県教育委員会事務局幼保支援課長 様

下記の理由により、標記の研修について変更しましたので、報告します。

・研修分野（ ）（ ）

・受講者名（ ）

・実践研修 実施変更の理由

【変更事項】

月 日

所属名

所属長名

日 程 その他、変更内容

決定済みの実施予定 月 日（ ）

変更後 月 日（ ）

※受講者ごとに作成する。
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記入例

園 → 県幼保支援課へ ＦＡＸまたは郵送

実践研修変更報告書

高知県教育委員会事務局幼保支援課長 様

下記の理由により、標記の研修について変更しましたので、報告します。

・研修分野（ ① ）（ 乳児保育 ）

・受講者名（ 〇〇 〇〇 ）

・実践研修 実施変更の理由

体調不良で、予定していた日程で実施できなかったため

【変更事項】

○月○日

所属名 ○○保育所

所属長名 ○○ ○○

日 程 その他、変更内容

決定済みの実施予定 〇月 〇日（〇） なし

変更後 △月 △日（△） なし

※受講者ごとに作成する。

実践研修日決定後に、日程の変更

が生じた場合は、事前に『県幼保支

援課』に電話連絡をするとともに、後

日『実践研修変更報告書』を作成し、

提出すること。
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年 月 日

高知県保育士等キャリアアップ研修 修了証再交付申請書

様

下記のとおり、修了証の再交付を申請します。（該当の□に☑チェックを入れてください。）

記

□ 氏名変更

（添付書類）氏名変更を確認できる書類（戸籍抄本、運転免許証の写等）、修了証（原本）

□ 紛失

（添付書類）本人確認書類（戸籍抄本、運転免許証の写等）

□ き損

（添付書類）修了証（原本）

研修種別

修了年

ふりがな

氏名

（自署又は記名押印）
○印

生年月日 年 月 日

住所 〒

電話番号

現在の勤務先

変更前 変更後

氏 名

変更年月日 年 月 日

【申請先】修了証の発行元に送付又は持参してください。

◆〒780-0850 高知市丸ノ内 1-7-52 高知県教育委員会事務局幼保支援課

電話：088-821-4881

◆〒781-5103 高知市大津乙 181 高知県教育センター

電話：088-866-3894

※郵送希望の方は、返信用封筒（角２）を添付してください。

（送付先住所及び氏名を記載し、490 円分の郵便切手を貼付。簡易書留で送付します。）

＊修了証が複数枚になる場合は、料金をご確認ください。



Ⅳ 参考

子ども子育て支援制度やキャリアアップ研修に関係する国からの発出文書

等については高知県幼保支援課のＨＰからご確認ください。

※ＨＰへのアクセス方法についてはＰ１参照

幼保支援課ＨＰ：https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310000/311601/
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◆◆◆◆◆ 研 修 会 場 ◆◆◆◆◆

●研修会場一覧

〈研修会場に関する注意事項〉

○高知県教育センター及びその他の研修会場における駐車については、マナーに留意し、安全を確認

のうえ駐車してください。

○高知県教育センター以外の会場への欠席連絡や問い合わせ等はご遠慮ください。

施設名 住所 飲食 駐車場

高知県教育センター
〒781-5103

高知市大津乙 18１
会場内飲食可 有り

高知会館
〒780-0870

高知市本町５丁目６-４２

会場内での食事不可
（館内レストラン利用可）

有り

（有料）

新来島高知重工ホール

（高知県立県民文化ホール）

（グリーン）

〒780-0870

高知市本町 4丁目 3-30

会場内飲食不可

（ロビー等、一部可）
※近隣の飲食店等をご利用ください

無し
※近隣パーキング等を
ご利用ください

南国市立スポーツセンター
（メインアリーナ）

〒７８３－００９４

南国市前浜１３４４－３

会場内飲食不可

（観覧席等、ロビー可）
有り

○高知県教育センター

舟戸電停

至

後
免
・安
芸

高知県教育センター

四国
銀行

家具店

至

は
り
ま
や
橋

歩道橋

歩道橋

大津バイパス

南国バイパス

津 小
大

船
出
橋

〒781-5103 高知市大津乙 181 番地

Tel ： 088-866-3894（幼保研修担当）

Fax ： 088-866-0074



令 和 ８ 年 ３ 月

高知県教育センター

〒781-5103

高知市大津乙 181

電 話（088）866－3894（幼保研修担当）

電 話（088）866－3890（代表）

ﾌｧｯｸｽ（088）866－0074
E-mail：310308@ken.pref.kochi.lg.jp

高知県教育委員会事務局幼保支援課

〒78０-0850

高知市丸ノ内１ー７－52

電 話（088）821－4881（直通）

電 話（088）821－4882（代表）

ﾌｧｯｸｽ（088）821－4774
E-mail：311601@ken.pref.kochi.lg.jp


